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情報処理教育の現状と問題点に つ い て
- 高等教育機関と企業 の教育比較 -
浅井 裕子 ･ 佐藤 孝紀
(平成 2年11月 1 日受理)
要 旨
情報処理教育の改善と将来のあり方の 資料を得る目的で ,高等教育機関と企業に お ける情報処理
教育 の現状調査を行 っ た o 調査項目は , 教育項目 ･ 教育科目 ･ 教育期間 ･ 教育担当者お よび情報処
理教育の 問題点などとし, 高等教育機関208校, 企業251社より回答を得た ｡ 高等教育機関と企業で
教授して い る教育項目は内容 の差はあれ類似度 が高く, 両者の あげる教育上の 問題点に は , 教月あ
る い挿話師の 不足と質･ 教育項目の内容と教育方法や受講者 の レ ベ ル差な ど共通点が多い . ま た ,
企業 が高等教育機関に期待する教育に は , より 一 層 の 基礎教育の 充実とSE教育の 実施 が望まれて
い る｡
キ ー ウ ー ド
情報処理教育, コ ア かノキ ュ ラ ム , 高等教育機関, 企業情報処理教育, シ ス テ ム エ ン ジ ニ ア,
基礎教育
1 は じめ に
1)
情報処理教育の 重要性が勧告されて か ら20
年 が経過 しようと して い る ｡ その 間, 多くの
2-7)
研究や調査 が なされ, 一 般情報処理教育へ の
8)
関心も高まる なか で, 情報化 の め ざまし い 進
展と変化 に対応する教育の必要性 が強く提言
9)
されて い る｡ 特に , 将来の 情報社会 をリ ー ド
し構築する情報処理技術者の 不足は深刻 で,
学校教育に 待 つ の み ならず虚業界にお い て も
早急 な人材の 量的拡大 と質的向上, ソ フ トウ
エ ア の 生産性 ･ 品質向上を目指 した技術 開発
とと もに , 教育の あり方も重要課題 とな っ て
10,ll)
い る ｡
こうした状況 の もと, 高等教育機関(大学,
産業情報学科
短大, 高専) で行 われて い る情報処理教育お
よび ソ フ トメ ー カ など企業で行われて い る情
報処理専門職教育の①実態を調査 し, ②両者
の教育の 内容を比較 し, ③企業の 前者に求め
る教育の傾 向を調 べ , ④情報処理教育で問題
と な っ て い る項 目を分析する こ とで , 特に短
大教育者の 立場か ら, 情報処理教育の 改善と
将来の あり方 の 方向づ けを行う資料を得る こ
とを目的と して調査 を行 っ た . こ の調査 の -
1 乙13)
部 は別 に 発表して い る が, 本論文 で は, さ ら
に新た な集計結果 と考察を加え報告する ｡
以下, 第 2章 では 調査 の概要 , 第3章, 第
4章で高等教育機 関と企業の 情報処 理教育の
現状 と問題点, 第5章 で 企業 が期待する学校
教育 の あり方 などを報告 し, 第6章で は今後
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表1 情報処理教育項 目 一 覧
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標準化
要員管理
の検討材料 と して, 本学情報処理専攻の かJ
キ ュ ラム に 寄せ られ た コ メ ン トを整 理する ｡
2 調査方法 と調査状況
2.1 調査対象
①高等教育機 関 : 大学 ･ 短大
･ 高専 で情報
処理 の 学部学科 を持 つ と思われ る学校 , およ
び1988年10月 に九州 工業大学 で行 わ れた 情報
8)
処 理教育研 究集会 に 出席 した 学校337校を対
象と した ｡
②企業 : 情報サ ー ビ ス 業(1988,1989年 の 2
年 間情報サ ー ビ ス 産業協会 正会員), お よ び
情報処理教育の現状 と問題点 に つ い て
1989年に本学- 就職依頼 の あ っ た情報関係企




攻学生 の 多く の就職先である こ とや今後も雇
用拡大 の傾向に あり, 一 般企業 も情報サービ ス
14)
部 門を強化 して い る現状 を踏まえ た ｡
2.2 調査項目
調査 の 項目は主と して次の 3点で行 っ た ｡
①教育項 目 : 高等教育機関 ･ 企業とも教育
の内容を52項目 ( 表1) に分けて実施状況や
今後 の予定を調 べ た ｡ 項目は, 両者か ら回答
を得やす い ように情報処理技術者試験 の 試験
-15)
科目 をベ ー ス に した ｡ 該当する項目の な い 場
合は, 追記 ･ 補充を依頼 した ｡
②教育の科 目 ･ 期 間 ･ 教育者: 高等教育機
関では情報処理専門科目数と単位数, そ の担
当教員数と年齢な ど｡ 企業で は教育期間や教
育手段, 教育担当講師な どを調査 した｡
.【③問題点 :情報処理教育に つ い て現在及び
将来問題 になる と予想さ れる こ とに つ いて ,
選択 とオ ー プ ン ア ン サ ー の 2形式で行 っ た .
/
2 .3 回収状況
回収状況を表 2 に示す｡ こ の 高い 回収率か
ら, 高等教育機関, 企業両者の 情報処理教育
へ の 関心 の深さを窺い 知 る こ と がで きると と
もに, 本論文で報告するデ ー タに は大きな偏
りは ない もの と考えられる ｡
表2 回収状況
送付件数 回収件数 回収率%
高等教育機関 ･337 205 60.8
大学 166 88_ 53.0
短期大学 113 66 58. 4
高等専門学校 58 51 87.9
51.4企業 488 251
ソ フ ト企業他 406 195 48.0




高等教育機関では , 大学 ･ 短大 ･ 高専別,
さらに情報処理を専 門とする学科と専門と し
ない 学科に分類 して集計した(表 3)｡分類は ,
｢``大学等に おける情報処理教育の 改善の ため
の調査研究
"
の 付藤 2 . 情報関係学科 ･ 専攻 -
71
覧｣に準拠し, 情報を専門とする学科 のうち,
理 工系学部に属する学科 は｢理系情報｣, 文科
系学部に属する学科 は｢文系情報｣, 情報を専
門としない 学科は ｢ 一 般｣ と した ｡
表3 分類別学科数
大学 短大 高専 () 内は校数
理系情報 28 8 23(23)
文系情報 20 1 7
一 般 40 41 52(34)
75(51)
3.1. 1 情報処理教育項目
情報処理教育内容を52の 項目 (表 1) に分 ､
けて調査 した結果, 実施率50%以上 の項 目に
つ い て の 集計を表 4に , 今後実施した い 項目
の 上位項 目を表 5 に示す｡ これら の表 では ,
各ブ ロ ッ クの 中は件数の 多い順 に記載 し 例
えば大学理系情報の ｢ - 50%｣ の ブ ロ ッ クの
中は, 27学科中14- 16学科 で実施されて い る
教育項目を示 して い る ｡ また追記項 目の欄に
は, 表 1 に該 当が なく追記された なか で比較
的多い 項目を載せ た ｡
(1) 実施上位教育項 目
表4 で特徴的なこ とは, ｢プ ロ グラム 言語｣
の実習や, ア ル ゴ リ ズム な どを含め た ｢プ ロ
グラム 言語 に関す る知 識｣, ｢オ ペ レ ー テ ィ ン
グシス テ ム(O S)｣, ｢各種処 理装置に関する
こ と｣ の 4項 目が い ずれも全学科 で実施率が
高く, 特 に プ ロ グラム 言語は ほ ぼ100% 実施で
ある o また , 理系情報 で は, ｢数値 ･ 論理計算｣,
｢誤差｣ な どの数学要素 の 強 い もの や , ｢ア -
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表4 高等教育機関で実施率の 高 い 情報処理教育項目 (各ブ ロ ッ ク の 中は 件数 の 多い 岨 ()内は回答数)
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追記項目 人工知能 シ ステム監査 :簡易言語 情報論理





情感処理教育 の 現状と問題点に つ い て
表 5 高等教育機関で今後取り入れ予定の項目
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実施率 大理系情報(27) 大文系情報(16) 大学一 般(32) 短理系情報(7) 短文糸情報(14) 短大 一 般(31)l高理系情報(16)
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画像処理 シス テム理論 人工知能
キテ クチャ ｣, ｢ シス テ ム処理形態｣, ｢素子 ･
先端技術｣ などが実施され, 文系情報では ,
｢簿記会計｣ や ｢ マ ー ケ テ イ ン グ｣ が実施上位
と な っ て い る ｡ 追記項目では , 理系情報で は
｢人工知能｣, ｢制御工学｣が, 文系情報で は｢シ
ス テム 監査｣, ｢OA論｣ など, 理系 と文系 の
特徴が でて い る｡ しか し, 絵体的にみ ると,
ハ ー ドウ ェ アとソ フ トウ ェ ア の基礎が中心 で,
それらに プ ロ グラム 言語実習を課す パ タ ー ン
が採 られて い る ｡ 7
o
ロ グラム 言語 の実習は情
報処理教育の 大きな柱とな っ て い る｡
(2) 今後 の教育項目
今後取り入れる予定の 項目では(表5), ｢プ
ロ グラム 言語｣, ｢デ ー タ ベ ー ス ｣, ｢シ ス テム
設計｣, ｢シ ス テム 分析｣ な どに加えて , ニ ュ
ー ロ コ ン ピ ュ ー タや フ ァ ジ ー 理論 などの ｢新
分野｣, ｢情報モ ラ ル｣, ｢セ キ ュ リティ｣ と い
っ た項 目が予定されて い る ｡ 予定は ない が今
後必要に なる と予想する項目では , 上記後者
の 3項目に集中して い る ｡
(3) プ ロ グラム 言語
実施率も高く, 新たに取入れ要求の 高い プ
ロ グラム 言語に つ い て考察する ｡ 各学校の教
育 プ ロ グ ラム 言語数は表 6 に示すように , 悼
報関連学科 では 3 - 4種 の 言語 を採用 し, 一
般 の 学科 では 1 - 2種 で ある｡ また, こ れら
の 言語 の 履修順序 を表7 (1番, 2番 , 3番以
降)に示す ｡ 大学 の 理系情報 では ,F O R T R A N
とP A S C A Lを課す率が高く , P A S C A
表6 高等教育機関で教育しているプログラム言語数
言語数 1 2 3 4 5 6 7 8平均
大学理系 1 3 6 9 5 21 0L3. 9
文系 2 1 4 8 3 1. 0 1 3. 9
一 般 17 7 13 2 1 0 0 0 2. 1
短大理系 0 0 3 1 1 0 2 4. 9
文系 1 4 5 4 2 0 0 03.1
一 般 18 14 1 10 0 0 0 1.6
高専理系 2 4 6 5 5 1 0 03.6■
一 般 -6 18 1 37 3 4 1 0 2.9
L は構造 の し っ か りした基本言語 であると い
う理由 が多い ｡ また, 大学と短大 の理系情報
以外では , B ASICを履修の トノ ブに して
い る学科 が多い ｡ その 理由と して は , 学生に
馴染み易く, パ ソ コ ン でもある程度現実的に
は学習が でき, 入門の 言語 と して適切 とする
声が多い ｡ こ れらは前に発表されて い る調査
16)
結果 と傾 向が似 て い る ｡ ま た, 今後取り入れ
て行きた い 言語 でiま, C言語 に希望 が集中し
て い る ｡ こ れはC 言語が,
′
シ ス テム 記述や機
器組 み込み用 マ イ コ ン の ソ フ トウ ェ ア開発 に
重要視さ れて い る事実 に応えようと して い る
理 由に よるもの と考 えられ る｡
(4) 情報処理試験
情報処理試験に対して調査 した結果が表 8
で ある｡ 試験を推奨する割合が高 い の は, 痩
17)
大 の 理系情報, 文系情報 で, 大学 の理系情報
では30%に満 た か -. 一 般学科 では25- 400/.
4 0
表7 言語別履修順序と合計件数
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順序 FORCOBPLⅠBAS SM C PASLⅠS 他
大学理系 1 13 1 0 3 1 2 12 0 1
2 5 2 02 7 6 6 3 0
3以降 0 1 0 0 7 11 2 164
合 計 18 4 0 5 15 19 20 19 5
大学文系 1 7 4 1 14 1 1 1 0 1
2 7 8 0 02 2 4 0 2
3以降 3 3 1 1 3 7 2 1 0
合 計 17 15 2 15 6 10 7 1 3
大学 一 般 1 17 3 1 21 01 3 1 1
2 6 7 0 5 1 3 3 0 2
3以降 0 1 0 0 2 2 3 0 0
合 計 23 11 1 26 3 6 9 1 3
短大理系 1 2 4 0 3 0 1 0 0 1
2 2 2 0 1 3 2 0 0 0
3以降 2 1 1 1 2 1 3 1 1
合 計 6 7 1 5 54 3 1 2
短大文系 1 7 4 1 10 0 0 0 0 0
2 3 10 01 3 0 0 0 0
3以降 0 1 0 22 3 2 0 1
合 計 10 15 1 13 53 2 0 1
短大 一 般 1 4 5 025 1 0 1 0 2
2 2 5 02 0 1 1 0 1
3以降 1 0 0 11 0 0 0 0
合 計 7 10 0 28 21 2 0 3
高専理系 1 4 0 011 2 2 4 0 0
2 7 1 01 9 2 4 0 1
3以降 5 2 0 0 711 3 3 0
合 計 16 3 0 12 1815 11 3 1
高専 一 般 1 20 0 1 26 4 0 6 0 0
2 20 2 0 9 10 4 51 0
3以降 9 0 2 3 11 13 35 1
合 計 49 ■2 3 38 2517 14 6 1
で推奨してお り, 情報を専 門としない 学科 の
関心 が高い こ とが わか る ｡ 試験を推奨する 理
由の大半は , 学生 の 自己啓発 と将来 (就職時
や 入社後) に有効 とする も の で , 推奨 しな い
理 由は, 学生の 意志に任せ て あり学校数育 と
は別 の 次元の もの と考える と こ ろが多い ｡
表8 推奨する情報処理関連試験の有無(学科数)
大学 短大 高専
理系 文系 一 般 理系 文系 一 般 理系 一 般
有 8 10 6 16 13
3.1.2 教育科目 ･ 担当教員
(1) 専門科 目数と単位数
専門科目数 と単位数の 平均をみ る と(表9)
理系情報に 比べ 文系情報は 1科 目当りの単位
数が多い ｡ また短大理系情報は実施専門科 目
数が多い ｡情報系 の 学科 に比べ 一 般学科 で は,
大学 ･ 短大 ･ 高専の 別なく , 平均4 - 5科 目
実施されて い る ｡
(2) 担 当教員
専任 ･兼任 ･ 非常勤 ･ その他助手等の 人数を
科 目数に続けて表 9 に示す｡ 情報専門学科 の
専任教員 の平均人数 は, 大学で10人強, 短大
で 5 - 6人, 高専 で 4人強 であ っ た . 一 般学
科 で は2 - 3 人である ｡ また短大理系情報で
は科 目の 多さを非常勤講師で カ バ ー して い る ｡
(3) 専任教月 の研究分 野と年齢
専任教月 の研究分野と年齢を図1 に示す ｡
情報処理の 教員は, 年齢が高くまた専門的な
7)
教育を受けた人が少な い と言われて い るが ,
こ の 図で は, 大学 ･ 短大 ･ 高専 とも30代40代
の教員が多く, 50% 以上を占め る｡ も っ と も,
文系情報で は60歳以上 の教月も多い ｡ 研究分
野で は, 大学, 短大で は情報処理関連を, 高
専 の場合は 工学全般を研究開発 の対象 として
い る研究者が多い ｡
3.2 企業
こ の調査 では情報処理教育の あり方に 対し,
企業にも意見を求め た 点が特長の
一 つ である｡
情報サ ー ビ ス を主業務とする251社から回答が
あ っ た の で, こ の章以降に 述 べ る 企業 の 情報
処理教育に 関する現状認識, 問題点 の捉え方
情報処理教育 の 現状 と問題点に つ い て
表9 情報処理専門科目数と単位数の
平均及び担当教月 の平均人数
科 目数 数 月 数










































20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上
大学 一 般





















に は, 大きな偏りは な い もの と考えられる｡
(回答企業の背景の理解を得る意味で図2をあ
げて おく)
企業 の教育は大別して①新入社員教育 ( 導










PG:プロ グラマ ー :主にプロ グラヰ設計･ プロ グラミング･テスト
SE:システムエンジニア:主にシステム設計･ プロジェクト管理
SA:システムアナリスト:主に要求分朴 システム分析･評価
























短 大 一 般
50歳代 6 0歳以上
20歳代 30歳代 40歳代 5 0歳代 60歳以上
図 1 :専任教月 の研究分野と年令
高専理 系情 報
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以_L
高専 - 般
20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳以上
た て 軸 : 人数
よ こ 軸 : 年代
研究分野 :国 情報処 理 □ 工学
圏 理科学慧露経営経済
圏 その 他
42 浅井 裕子 ･ 佐藤 孝紀
に分けられる ｡ こ こ では , 前者を新人教育,
後者を社月数育と呼ぶ ｡ 各企業で の情報処理
教育の実施状況 は表10の通りで ある ｡
表10 企業情報処理教育 の実施状 況
( )内は企業数
新人教育 社月教育
実 施 94.4% (237) 92.8% (231)
3.2.1 教育項 目
高等教育機関と同様に, 教育内容を表 1 に
示した52の 項目に分 けて実施状況 を調査 した
結果を表11 に示す｡
(1) 実施上位教育項目
新人教育で は全体的に見て , ｢プ ロ グラム 言
語｣ 中心の 基礎教育で , 言語以外で は ｢OS｣
や ｢各種処理装置｣ が80% 以上の 企業で実施
されて い る｡ こ れらの項 目は, 高等教育機関
で実施して い る上位項目と
一 致する ｡ こ の 表
の 各項目は , ソ フ トメ ー カ ー の 特長でもある
が, 業務プ ロ グラム を作成する上 で必要な基
礎知識であ る｡ ま た, 表に は示して い な い が
シス テム 設計や シス テム 分析等の SE教育項
目と考えられるもの が実施されて い る こ と も
特記した い ｡ 追記項目では , ｢ドキ ュ メ ン ト書
法｣ と ｢情報処理技術者試験対策｣ をあげる
意見 が多い ｡
社員教育では , ｢シ ス テム 設計｣ や
｢シス テ
ム 分析｣ などの シスラム 構築技術項目が中心
で , 追記項目で は,
｢問題解決技法｣ や ｢プ レ
ゼ ン テ ー シ ョ ン 技法｣ な どい わゆ る シス テム




- 項 目は ｢プ ロ グラム 言語｣
｢新分野｣な どとと もに ,
｢ シ ス テム 計画｣, ｢ プ
ロ ジ ェ ク ト管 理｣ があが っ て い る｡ また追記




夷施率 新人教育 (2 30) 社月教育 (1 71)
100 プ ロ グラム 関連
- 90% プ ロ グラム 言語
- 80 O S
各種処理装置
- 70 ユ ー ティ リティ シ ス テ ム 設計
- 60 アブ ))ケ - シ ョ ン プ ロ ジ土クト管理
プ ロ グラム 設計
シス テム処理形態
シス テム 分析
- 50 デ ー タ ベ ー ス プ ロ グラム 言語
ア ー キテクチ ャ デ ー タ ベ ー ス
シ ス テ ム計画
伝送制御
O S
- 40 テ ス トと移行 プ ロ グラム 設計
テス トと移行
標準化
ア プリ ケ ー シ ョ ン
追記項目 ドキ ュ メ ン ト 問題解決技法
情報処理試験 ヒヤ リン グ
マ ナ ー プ レ ゼ ンテ ー ショ ン
(2) プ ロ グラム 言語
新人教育で 1位 , 社月教育で 4位 , こ れか
ら取り入れた い教育で 1位 の プ ロ グラム 言語
を言語別 に比較する と, 新人教育では C O B OL
18)
(76.5%), C言語(40.0%), ア セ ン ブ ラ(26･1
%)の 順 に多く実施され, 社員数育では C言
請(34.6%), COBOL(27.0%), ア セ ン ブ ラ
(26.5%)の 順と なり, こ れか ら取り入れ た い
言語 で は, C言語(18. 1%)が 一 番多い . 各企
業 の C言語 へ の採用度の 高さは注目に催する｡
また ア セ ン ブ ラも依然多く教育 され て い る ｡
(3) 情報処理試験
情報 処理教育項 目の追記 の なか で み られ た
情報処 理試験 に つ いて企業 の姿勢を調査 した
結果 が表12 である｡ 情報処 理関連 の 試験は現
19)
在 8種類程度ある が, 企業 で言う試験と は,




く , その理 由は, 自己啓発に よ い , 評価 の 基準
に なる , 企業 の イ メ ー ジ ア ッ プ に なる などで
ある｡ 試験を推奨する企業で合格者に優遇措
置をと る企業は95% と多く , 給料や 一 時金で
優遇 したり, 昇格の 1条件とする場合が多い ｡
表12 推奨する情報処理関連試験 の有無
3.2.2 教育期間 ･ 方法 ･ 講師
(1) 教育期間と方法
新人教育の 場合 , 集合教育が主体で, 一 定
期間教育の後, 0∫T(OntheJob Training)
により実務 へ の対応を図る パ タ ー ン が多く採
られる. 一 定の教育期間を設けて い る企業は
全体の94. 40/.あり, その期間は 3 カ月 が 一 番
多く, 最高は 1年の 企業が 9社もある (図3
a)｡ またOJT の位置 づ けを｢新人教育の 主
要部分｣ とする企業と ｢ 一 部｣ と考える企業
を合 わせ ると全体の90%となり, OJT の新
人教育に占め る重要さを示 して い る(同図b)0
しか しながら, 集合教育の 内容が実務 に合 わ
なか っ たり, 技術者不足の ためすぐ業務に入
り, 計画的なOJT が行われない 等OJT教
育体制の 不備 を指摘する企業も多い ｡
社月教育は ,. ｢外部機関｣ や ｢通信教育｣ な
どの OffJT (OfftheJob Training) を利用
する企業が多く, ｢企業内で教育する｣を上 回
っ て い る(同図 c)｡ これは , 新人教育で は基
礎 的教育の要素 が強 い の に比 べ 社月教育は 技
術 の進歩や多様化により, 教育内容が高度化
し, 企業内 で教育す る こ とが難 しい こ とが理
由 とな っ て い る ｡
(2) 教育担 当講師
新人教育の 場合 , ｢実務を担当す る現業社月
がその期 間だけ講師に なる｣ 企業が半数以上
を占め , 専任講師を持 つ 企業は 1/4程度 で
43
ある(同図d)｡ 社月教育の場合は , 教えるこ
と の できる講師が得にく い と いう状況にある｡




































図3 企業 の教育期間 ･ 方法 ･ 講師
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4 情報処理教育の 問題点
高等教育機関と企業に お い て, 情報処理教
育で現在問題 とな っ て い る項目及び今後問題
になる と予想される項目に つ い て, 問題項目
の 選択とその 内容の 記述を依頼した ｡ 項 目別
回答件数を図4 ( 高等教育機関) および 図5





1 高等教育機関で の 問題 点









教育方法 施設 ･設備 新分野 ･捜杯1 リ テ ラ シー その他
件 (a) 大学
教育内容 時間 ･単位 教員 学生間レ ベ ル 特殊性








教月 学生間 レ ベ ル 特殊性教育内容 時間 ･ 単位
教育方法 施設 ･ 設備 瀞分野 ･技術 リ テ ラ シー そ の 他
(c) 高専
図4 高等教育機関における情報処理教育の 問題点
国 理系情報 圏 文系情報匡圏
一 般
設 ･設備 ｣, ｢教育内容｣ で , 高専 では ｢施設 ･











に つ い て 多くあげらて い る｡ 具体
的には , 情報科学の専門家や , 若手 の専任教
員と実習教育の ため の助手が不足してお り,
新しい 分野 - の研究意欲や研究時間の 不足を
指摘する意見も多い ｡
(2) 施設 ･ 設備
端末機な ど機器類の 不足と陳腐化, 建物の
ス ペ ー ス不 足や予算の 問題が大半の 意見であ
る ｡ また, 情報処理教育が 一 般 の学科 でも重
視 されて い る今 日, 専門学科と 一 般学科で施
設設備 を共有せ ざる を得な い こ とも問題に な
っ て い る ｡
(3) 教育内容
最も多い 意見は, 具体的 かJキ ュ ラム がな
い とする意見である ｡ 具体的に何 が必要 なの
か, コ ア か)キ ュ ラムや基礎と は何か , 増大
する内容の中か ら何 をどう選択する の か な ど
が あげられ, 教育の方向や 目標 が確立して い
ない が故に, 教育内容に 一 貫性が なく 流動的
になる傾 向を指摘する意見も多い ｡ また, 学
生お よび教員 の レ ベ ル差による 内容 - の 影響
も問題視 されて い る ｡
(4) 単位数 ･ 時間数
新科目を取り込む余裕が ない こ とや , 実習
時間が少な い こ とを問題視する意見が 多い ｡
こ とに, 実習時間の 少なさは, 教育機関の み
ならず企業か らも多く指摘さ れて い る事項 で
ある ｡
(5) 学生間 レ ベ ル
入学まで の 経験 の差 , 入学後の 興味や意欲
の 差による レ ベ ル 差が , 現在そ して今後予想
され る大きな問題 と な っ て お り, 授業 の
一 律
展開の 難しさ と, レ ベ ル 別教育 の 必要性を指
摘して い る ｡ 特 に意欲 の差 は, 年 々 拡大傾 向
に ある とする意見が多い ｡
情報処理教育 の 現状 と問題点 に つ い て
(6) 情報関連企業 へ の就職
情報関連企業 - の就職調査に 回答の あ っ た
学科 の学生数 とその 就職率を表13 に示す ｡ 情
報専門学科 は新設学科が多い ため 回答数 が少
な い こ ともあるが , 情報を専門とする学科 の
20)
卒業生 の 情報関連企業- の就職率の 低さは,
人材の 不足が問題 にな っ て い る今日考慮すべ
き問題 であろう｡ また, 大学理系情報女子,
短大文系情報男子, 高専理系情報女子は いず
れも情報関連企業- の就職率は高い が, 学生
の 絶対数が少 ない ため全体数に は大きな寄与
は して い な い ｡
表13 情報処理 関連企業 - の 就職率
( )内は
回答学科数 男子 女子 男子
文学理系(12) 2,024 243 45. 2
文系(9)
一 般(23) 4,4412,782 1 9.1
短大理系(5) 243 1,696 96.0
文系(12)
一 般(19) 589 4,798 -5. 7
高専理系(6) 1,320 86 31.6
一 般(46) 10,579 622 20.8
4.2 企業の 問題点
情報処理教育の 問題点 の 質問に は251社中
209社か ら回答があ っ た(図5)0 ｢講師｣, ｢実
務 との 兼ね合 い｣, ｢教育内容｣ ｢教育方法｣の
項目に問題 が集中して い る ｡
教育方法 講師 実務兼合 女子 モ ラ ル
､
リテ ラ シ-
図 5 企業に お ける情報処理教育の 問題点
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(1) 講師









が特 に問題 と な っ て お
り, 講師として の適任者 (特に SE教育) と
専任講師の 不足を, ま た, 講師育成の 時間不
足やS E教育講師の 育成の 困難さなどがあげ
られて い る . 一 方, 専任講師の 場合の 知識の
陳腐化 , 実務経験 の少 なさ, 技術進歩 に対す
る対応の 欠如 を問題 にする企菓もある｡
(2) 実務と の兼ね合 い
受講生の 実務 が忙 しく研修に欠席せ ざるを
得な い , 内容が即実戦的で ない 為に上 司の永
認が得られ か -とする意見が 多く, 長期的な




業が 多い と推測で きる ｡ また, 実務優先と技
術者不足の ため , 計画的なO∫T が行われ な
い な ど体制の 不備を指摘する企業も多い ｡
(3) 教育内容
専門分野 の深まりや業務分野 の拡大に よる
現場の 要求が多様化する中で, 高等教育機関
と同様に , 具体的 か)キ ュ ラム が望まれ, 新
技術や新分野 - の 関心も高 い ｡ 加えて , S E
教育の具体的項 目及 び資質育成法を問題に す
る企業が多い ｡ S E教育は 関心 が高く, 他の
項目回答の中にも多く指摘されて い る｡ また ,
教育実施項 目の調査 でも シス テ ム 分析や シ ス
テム 設計などSE主体 の傾 向が強く でており,
高度情報処理技術者の 早期育成が問題 にな っ
て い る ｡
(4) 教育方法と受講者 レ ベ ル
新人教育お よび社月教育に お い て , 知識,
経験, 意欲差の 大きさが集合教育を困難に し
て い る こ と, その解決策と しての C A I教材
を どう使 っ て行けば良 い の か な どがあげられ
て い る｡ 他 には キャ リア パ ス と関連 づ け る教
育 の体制作りな どが ある｡
(5) 評価
問題 の選択項目以外の コ メ ン トに は , ｢S E
資質向上教育｣ ｢受講者レ ベ ル ｣と ともに教育
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費用 とそれに見合 っ た教育効果を客観的に評
価す る手段が少 ない と言う ｢評価方法｣ に関
する意見が多い ｡ 先に述 べ た情報処理技術者
試験を評価基準の 一 助にして い る企業が126社
もある こ とか らも窺える ｡ また, 指導者の 適
性 を評価する方法も強く望まれて い る ｡
(6) 女子技術者
本学情報処理専攻 の場合女子学生 が80% 以
上を占め , 大半が情報関連企業に就職する ｡
企業の 女子技術者に対する問題点 では, 結婚 ･
出産で退職が早く教育が 無駄に なるや , 長期
出張や出向の難 しさ があげられて い る｡ しか
し, 女子技術者の 評価 (5段階評価) では囲
6 に見るように, 折衝 九 マ ネ ー ジ メ ン トカ
は低 い もの の , 熱心 さ と正確 さ - の評価は高
く, 今後 の 女性 の 採用を, 現状 より増やす予
定である と答えた企業は77.3%と企業の 女性























3章 と4章 では高等教育機関 と企業 の情報
処 理教育の 実状を述べ た ｡ 両者の 教育 内容や
問題点を比較する と多くの
一 致点を見出す こ
と が できる o 特に 企業の 新人教育 と社員数育
の 内容 の 多く は, 大学 ･ 短大 ･ 高専 でも情報
系 の 学科 では実施さ れて お り, そ の ほ とん ど









ロ グラム 言語｣ と ｢O S｣ が50% 以上か らあ
げられて い る｡ 以下 ソ フ トウ ェ ア の 基礎教育
が続き, ｢シス テム 設計｣ や ｢シ ス テ ム分析｣
な ども上位 にある ｡ また, ｢簿記会計｣, ｢情報
モ ラル｣,
｢数値計算 ･ 論理計算｣, ｢英語｣ な
どは, 企業で教育する こ と が困難 で, 勉強す
るチャ ン ス も少 ない が, シ ス テム 作りには 必
要な素養と なる ｡ ｢プ ロ グラム 言語｣ で は,
c o B OL とC 言語が30%以上 の 企業か ら出さ
れて い る . 次 に多い の は , 新人教育, 社員数
育でも実施率の 低 い FOR T RA Nであるが, こ
れは単に F O R T RA Nによるプ ロ グラム作成能
力を要求 して い る の では なく , 数値計算法,
計算誤差の評価法, 応用分野の 知識な ども含
む総合的な能力を期待して い る もの と解釈す
べ きであろう｡
(2) 不足項目
現状認識上, 教育機関で不足して い る項 目
に は61%の 企業か ら回答があり, 内容は多岐
に亙 り, その中の 上位項目は企業 の社員数育
の 内容 (表11) と類似 して い る ｡
以上で共通 して 言える こ とは, 高等教育機
関 で教育実施率 (表 4) の高 い
｢O S｣, ｢デ
ー タ ベ ー ス ｣, ｢各種処 理装置｣, ｢ プ ロ グラム
言語｣ などの ソ フ ト ･ -
- ドの 基礎知識と,
｢ シ ス テム 設計｣, ｢ シ ス テム 分析｣等の シ ス テ
ム構築技術 の 基本知 識があげられ て い る こ と
である ｡ こ れは , 学校教育に対し
一 層の 学生
の 基礎力向上 を期待 して い る証拠 で ある と取
る こ とも で きる ｡ また , 追記に は問題解決技
法や実習教育 につ い て の コ メ ン トが多い ｡




プ ロ グラム 言語
OS
プ ロ グラム 関連
プ ロ グラム 設計




シ ス テム 分析
簿記会計
ア ー キテクチ ャ
情報モ ラル
伝送制御








プ ロ グラム 設計
シ ス テム 分析
プ ロ グラム 言語
O S
情報モ ラ ル
シ ス テ ム 計画
テス トと移行
追記項目 問題解決, コミュ ニ ケ ー ショ ン, プレゼンテ ー ション
実際的な演習
産業界 に つ い て
一 般常識 マ ナ ー
5.2 期待される教育
｢シ ス テム 設計｣, ｢ シス テム 分析｣等の 項目
が
, 高等教育機関に望む教育項 目の上位に あ
る ばか りでなく, 新人教育の実施項 目や今後
取り入れた い項 目の上位 にラ ン クされて い る｡
更には, イ ン タビ ュ ー か ら始まる要求分析 - シ
ス テム 構築 - テ ス トまでの ソ フ トウ ェ ア開発
工程を理解 ･ 体験す る研修を行う企業 が多く
なりつ つ ある｡ これ らを考 えあわせ るに, 企
業 では い わゆ る S E教育を社月数青ばか りで
なく新 人教育か ら実施する傾 向が強く な っ て
21)
い るo こうした傾 向と第 6章 で紹介する 企業
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か らの コ メ ン トもあわせ て , 企業が学校教育
に期待する教育は次 の 2 点に絞られる｡
(1) 早期実戦力 と して の教育
早期実戦力 として望 まれる内容 は次の 3点
に なる｡
①O S, 各種処理装置などの ソ フ ト ･ - -
ドの コ ン ピ ュ ー タ基礎知識
②プ ロ グラム 言語(なか でも C OBOL･ C言
語) の実習
③プ ロ グラム 設計の できる, 言語に左右さ
れ ない 基礎 (ア ル ゴ リズム やデ ー タ ベ ｢
ス)
(2) 近 い将来S Eと して活躍 できる教育
SE と して の 教育は企業に入り実践 で身に
つ けて い く部分 が多く, 学校数育と して は そ
の 基本と なる教育が望まれて い る と判断で き
る｡ それらの 内容は次の 3点に集約できる ｡
①シス テ ム 開発 ･構築の ため の 基礎知識(シ
ス テム 分析, シス テム 設計, デ ー タ ベ ー ス な
ど)
②基礎 ･ 関連知 識 ( 数学, 英語な ど幅広 い
分野の 知識)
22,23)
③資質教育 (問題解決能九 プ レ ゼ ン テ ー
シ ョ ン , コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
,
ヒヤ リ ン グな
ど)
6 カリキ ュ ラ ム へ の コ メ ン ト
24)
本学情報処理専攻 の か) キュ ラム に対して
寄せ られた高等教育機関お よび企業か らの 意
見, 感想, 指摘を紹介する｡ こ れらは他 の調
査結果 と ともに 情報処理教育の研究資料と し
て 引続き分析, 検討を予定して い る｡
6.1 高等教育機関
123校か ら コ メ ン トが あ っ た ｡ そ のうち
① バ ラ ン ス の よ い 科 目編成 である
②目的に か な っ た かノキ ュ ラム である
などの コ メ ン トが50校か らあ っ た 一 方で ,
③分野 が広 い
④科 目が多い
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⑤基礎教科 が少 ない
⑥応用 に傾 きすぎて い る
との 指摘も多い ｡
具体的な科目 へ の意見では, プ ロ グラム 言
語に関する こ とが34件あり, 他には基礎科 目
と して数学系科目やア ル ゴリズ ム , O S に関
する科 目の 充実を求め る意見が多い ｡
6. 2 企業
企業か らは140社 より コ メ ン トが あり, 本学
の カ リキ ュ ラム へ の感想 とともに , 高等教育
機関全体に対しての 意見が多く含まれ て い たo
カリキ ュ ラム に対 して の 感想に は,
①充実して い る
と の 意見と
②分野が広く, 科 目数 が多い
との 意見がほ ぼ 同数の20数件ずつ あ っ た ｡
また, 高等教育機関全体に対して は,
③ 一 般基礎(数学, 英語)と専 門基礎(プ
ロ グラミ ン グとア ル ゴリズ ム , デ ー タ ベ
ー ス) と い っ た基礎科 目の充実
④設計か ら運用までの 一 貫した シ ス テム
構築科 目と その演習 の必要性
⑤ヒ ュ ー マ ン ズ ス キル項 目い わゆる S E
資質項 目
を今後 の 学校教育で も期待 した い とある ｡
他には ,
･ 実践的な (役 に立 つ) 演習を増加する
･ 産業界 (特に情報産業) の現状や仕組
み に つ い て の 講義を設置する
･ 産業界か らの 講師による講義 ･ 実習科
目を設ける
また, 高等教育機関の 教具に つ い て は ,
･ 実務経験者 の 増加
･ 教月の 企業 で の 実務実習
･ 産業界実態 の把握
などを期待する意見もある ｡
7 ま と め
調査 の 結果を情報処 理教育 の側面か ら整理
して報告した ｡ 情報処理教育として既に実施
され て い る項目の 上位 は大差 ない し, 企業か
ら高等教育機関に期待する教育項目は, 高等
教育機関で教授して い る項目の 上位 に含まれ
て い る｡ また, 両者があげて い る教育上の 問
題点 の上位 には教員あるい は講師の不足と質,
教育項目の 内容と教育方法や レ ベ ル差, 設備
(高等教育機関 の み) な どがある ｡







は , 無視 できな い ｡ また, 企業が学
校教育に期待する事項で は, ｢基礎教育｣と ｢シ
ス テム構築能力｣ (企業で言うS E教育)が強
く求め られて い た ｡ 高等教育機関で今後取り
入れた い 項 目の トノ ブ である新分野 (例えば
フ ァ ジ ー 理論や ニ ュ ー ロ コ ン ピ ュ
ー タ) の教
育 ･ 研究 ･ 開発も当然必要 であるが , 基礎教
育を踏まえ た上 での , シス テム 化技術や問題
把握 ･ 解決能九 プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 技法な
ど の 面に も関心を持ち, 教育方法 の確立に努
力する必要 がある ｡
(1) 実習を伴う基礎教育
実習時間の 不足 ( 高等教育機関) は, 企業
で多( 実施さ れて い る ｢テス トと移行｣や ｢標
準化｣ の い わゆ る運用保守知識の 不足に つ な
がる ｡ こ れらは実際に経験する こ とに より身
に つ くも の であり, 例え ばプ ロ グラム作成 で
は, 理論 の み でなく実践教育を重視 しなけれ
ば ならな い ｡
(2) シス テム教育の 充実
情報処理 は, 従来の 教育項 目の 複合 化 シ
ス テム化 が必要とな っ て い る のが現実 である ｡
シ ス テ ム 分析, シ ス テム 設計な どの教育項 目
の 内容 の 強化 と シ ス テム 構築の 資質向上 の教
育は更に 検討を加えて いく必要 がある ｡ また
資質は高等教育全般 で育成 できる と考える こ
ともで きるが , 積極的具体的に 対処 しなけれ
ば ならな い 問題 で ある ｡
(3) 5 K教育
情報処理教育 の 現状 と問題点に つ い て
- 以上 2点 に注目して , 『実践的な基礎教育と
資質教育』 を推進するに当たり, 5 K教育と
称 して次 の ように進め て い く意向を持 っ て い
る ｡
a) 基礎教育: 実習や演習による墜堅を積
ませ て体系化された基礎教育を心 がける｡ A+
25)
C Mの C U R RICU L U M'78の コ ア かノキ ュ ラム
の 内容は,､ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 技法な どの 新
しい 項目は ない が, 今回ej調査 での 企業 が望
む教育にも近 い ｡ こ れを情報教育の 基本線と
26)
して検討 して い きた い ｡
b) 資質教育: 資質教育で は次の 項 目に重
点を置く ｡
①問題把握 ･ 解決能力 : 多くの 実社会 の実
例を課題 とした演習を行う｡ 提 出された レ ポ
ー トは, 提 出し っ ぱなしでは なく 必ずフィ ー
ド バ ッ クする｡ そうした繰 り返しにより, 新
し い 問題 に対処する ため の塵墓(セ ン ス) と
問題 をモ デ ル化 する金型力を磨く｡
②プ レ ゼ ン テ - シ ョ.ン 能力 :研究成果 を自
分 たちの 言葉で発表した り, 人の発表を聞く,
文章力育成として発表の度に論文を作成する,
グル ー プ演習を取り入れ る, などにより表現
力と共同作業の 中で完成させ る力 (墨丑) を
つ ける o 気力は創造力 - と つ なが争｡
すなわち上記の 下線を付した字句は, ①基
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礎 ②経験 ③感覚 ④企画 ⑤気力 でこ れら
の 頭文字の Kをと っ て 『5 K教育』 と呼ぶ o
8 おわり に
こ の 論文 は, 高等教育機関およ び情報サ ー
ビ ス 業の 企業を対象とした ｢情報処理教育改
善と将来の あり方｣ に関する調査結果を, 情
報処理教育の 現状 と問題点, 企業 の期待する
学校教育などの観点か らまとめたもの である｡
高等教育機関で は, 社会 の動 向に左右されな
い確固たる信念で教育に当たる こ との 必要性
を強調する意見が ある反乱 社会情勢の変化
や周囲の 要請を柔軟に取り入れるべ きだ とす
る考え方も多い ｡ こ れらの観点か らも, こ の
論文 が関係各位 の 多少とも参考に なれば幸 い
です｡
終りに, 調査に ご協力 い た だ い た各教育機
関の先生方, そして企業の 皆様方に深く感謝
し, また こ の研究の機会を与えられ, 研究の
推進に理解を示された横山学長, 戸 田副学長,
島田前副学長, 石井産業情報学科長, 研究の
過程 で多々 ご指導 い た だ い た情報処理専攻 の
木村教授, 久保助教授, 平 田助教授に感謝致
します｡′
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